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自慢 」とも取れる内容を敢えて自ら投稿して炎上している。本稿ではなぜ「 犯罪自慢 」とも取ら
れかねない投稿を自ら行うのか、どうすればこのような事態を防ぐことができるのかについて考
察し、対策の提案を行う。


















































































































































































も 」という３通り、厳密には「 ②友達まで 」が「 親



















































が「 しゃべりすぎる失敗（ 杉浦由美子 ）」である。
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ⅷ．「 若年層 」は10代～30代、「 中年層 」は40代・50代、「 高
齢層 」は60代以上
ⅸ．短期大学生を対象に実施。有効回答数56名
ⅹ．「 リアルな生活が充実している人 」のスラング
ⅺ．「 電話での突撃レポート 」のスラング
ⅻ．アメリカの憲法学者キャス・サンスティーンが『 インター
ネットは民主主義の敵か 』（ 石川幸憲訳、毎日新聞社、
2003）の中で提唱した概念で、サイバースペースに於い
て各人が欲望のままに情報を獲得し、議論や対話を行っ
ていった結果、特定の−たいていは極端な−言説パターン、
行動パターンに集団として流れていく現象のこと。
